
 

令和６年度            「総合的な学習の時間」全体計画         江戸川区立南小岩第二小学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各学校で定める内容 

 目標を実現するにふさわしい探究課題 

（領域）【配当時数】 
探究課題を解決することを通して育成する資質・能力 

生きて働く知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

３

年 

○総合的な学習の進め方を知ると

ともに、特産農産物（小松菜）と

その魅力を広めようとする人々

とその活動（地域）【35】 

【概念】 

地域社会にはいろいろな

方が住み、魅力や特徴がある

こと（多様性） 

【課題設定】 
日常生活の中から課題を設

定する。 
【情報収集】 
地域の人との関わりから情

報を収集する。 
【整理分析】 
情報を比較したり関連付け

たりして考える。 
【まとめ表現】 
相手や目的に応じてまと

め、表現する。 

【自己理解・他者理解】 

友達の考えを受け入れ、意

思決定をする。 

【主体性・協働性】 

目標をもって友達と協働し

て課題を解決する。 

【将来展望・社会参画】 

自分の生活を見直し、考え

たことを実践する。 

４

年 

○深めようSDGｓ【35】 【概念】 

・生活と実社会の問題はつ

ながりがあること（関連

性） 

・実社会の問題は周りの人

と関わりながら解決しな

くてはいけないこと（連携性） 

５

年 

○環境問題について考えよう【35】 【概念】 

・生活と実社会の問題はつ

ながりがあること（関連

性） 

・実社会の問題は周りの人

と関わりながら解決しな

くてはいけないこと（連携

性） 

【課題設定】 

問題状況の中から課題を設

定し、見通しをもって計画を

立てる。 

【情報収集】 

手段を選択し、情報を収集

する。 

【整理分析】 

必要に応じて考えるための

技法を用いて分析する。 

【まとめ表現】 

相手や目的に応じて分かり

やすい手段を選び、まとめ、表

現する。 

【自己理解・他者理解】 

異なる意見や他者の考えを

受け入れ、自己の行為につい

て振り返る。 

【主体性・協働性】 

課題の解決に向けて地域の

活動に自ら参加し、協力する。 

【将来展望・社会参画】 

将来を考え、希望をもって

建設的な行動を試みる。 
６

年 

○実社会で働く人々の姿と自己の

将来（キャリア）【35】 

 

【概念】 

責任や愛着が人を動かし、

喜びを伴って社会を形成す

ること 

 

学習活動 

・探究課題は学年で統一し、

具体的な学習課題は児童と

ともに各学級で創作する。 

・児童の主体性を重視するた

めに、地域探検や地域の人

材や財との出会いを大切に

する。 

・単元のゴールイメージや学

習課題は児童と話し合って

決める。 

指導方法 

・児童の課題意識が連続発

展できるような支援を重

視する。 

・地域も含めた協働的な学

習活動を重視する。 

・探究の学習過程（課題設

定、情報収集、整理分析、

まとめ表現）が繰り返さ

れるような単元づくりを

行う。 

・資質・能力面での教科と

の関連的な指導を行う。 

指導体制 

・学年間で学級の学習状況な

どを定期的に共有できる

ようにする。 

・校内研修等を行い、総合的

な学習の時間の進め方に

ついて共通理解を図る。 

・単元で活用した資料や情

報、指導案等は単元ごとに

まとめて引き継ぐ。 

・専科教員の副担任制度を活

用するなど、校内の支援体

制を確立する。 

学習の評価 

・一人一冊のファイル（ノー

ト）を購入し、ポートフォ

リオを活用した評価を行

う。 

・単元ごと、年度末に指導計

画の評価を行う。 

 

各教科との連携 
・カリキュラム・マネジメントを意識する。考えるための技法の活
用等を具体的な手だてとし、各教科の見方・考え方を生かし、各
教科で身に付けた資質・能力がおのずと発揮されるようにする。 

・資質・能力面での教科との関連的な指導を行う。 

地域との連携 
・地域のゲストティーチャーとの連携を図るために十分な打ち合わ
せをする。 

・地域の人材バンクの作成及び活用をする。 
・学校だよりや学校ホームページを通して、児童の学習活動につい
て発信する。 

・学校行事やPTA行事、地域行事との連携を図る。 

学校の教育目標 
 

考える子・思いやりのある子・健康な子 

児童の実態 
素直で意欲的に友達と協力しながら活動に取り組

むことができ、互いに学び合おうとする姿勢があ

る。一方、自ら課題を見付け、自ら判断し、学ぼう

とする気持ちが薄いときも見られる。 

地域の実態 
・住宅街である。 

・保護者は教育活動に対して協力的である。 

・地域は教育活動に対して協力的である。 

南小岩第二小学校の「総合的な学習の時間」の目標 
探究的な見方・考え方を働かせ、地域の人・もの・ことに関わる探究的な学習を通して、目的や根拠を明らかにして課題を解決し、この

地域の人・もの・ことに対する人々の情や熱を感じながら、自己の生き方を考えることができるようにするための資質・能力を育成す

る。 

⑴ 課題の解決に必要な知識・技能を発揮するとともに、地域のよさや特徴に気付き、それらが人々の努力や工夫によって支えられて

いることに気付く。 

⑵ 地域の実社会・実生活・ＳＤＧｓ等の問題から課題を見出し、その解決に向けて情報を集め、考えたことを根拠をもってまとめ、

相手や目的に応じて、表現する力を身に付ける。 

⑶ 主体的・共同的に取り組むとともに、互いのよさを生かしながら、持続可能な社会を実現するために、自ら社会に参画できる態度

を育てる。 

Ⅰ―１０（４） 



年間指導計画   《仮単元名》 時数 ○予想される活動 ●GTや体験活動 

   月 

学年 

４ ５ ６ ７ ８・９ 10 11 12 １ ２ ３ 

第３学年 
 
３５時間 

《総合って何

だろう》１

０ 

（単元を進め

ながら体験的

につかむ） 

《ひろげよう！わたしたちの江戸川小松菜！》２５ 

地域の特産品の小松菜のよさ、そこに関わる人々の思いや願いにふれ、自分にできる小松菜を広める活動を考え実行する 

○小松菜栽培と世話をする 

〇地域の方にインタビューをする    

第４学年 

 

３５時間 

《深めようSDGｓ》３５ 

ＳＤＧｓのそれぞれの内容を知り、自分にできそうなことを考える。 

〇ＳＤＧｓについて知る   〇自分が興味をもった項目について調べる。 

〇プレゼンテーションソフトにまとめ発表する。 

 

第５学年 

 

３５時間 

《環境問題について考えよう》３５ 

 国語科や社会科の学習の関連を図り、身近な環境問題について関心をもち、環境問題の原因や様々な国や地域、企業、関係団体の取組などを調べること

を通して、持続可能な社会の実現に向けて、社会の一員として生活する態度を養う 

○身近な環境問題、原因や様々な機関の取組について調べる 

○持続可能な社会の実現に向けて、自分の考えや取組について発表する 

第６学年 

 

３５時間 

《MY DREAM》３５ 

職業にかかわる本を選ぶなど、様々な職種の特徴ややりがいなどに気付き、「働く」ことに対しての自分の考えを明らかにして、自己の生き方を考える 

〇働く人々の存在を知る 

〇世の中のいろいろな「仕事」について調べる 

〇働くことの意味や責任を理解する 

〇自分のよさや将来像を自覚する 

○未来に向かって今の自分にできることを考える（例：中学生に話を聞く等） 

評価の観点 ☆知識・技能  ☆思考・判断・表現  ☆主体的に学習に取り組む態度 

 

＜評価の観点＞ 育成すべき資質・能力 
知識・技能 何を理解しているか。何ができるか。問題解決や探究活動を通じて、課題（学習対象）に関する概念的知識を獲得し

たり、よりよい課題解決のために必要な知識や技能を身に付けたりして、探究的な学習のよさを理解する。 

思考力・判断力・

表現力 

理解していること・できることをどう使うか。実社会や実生活の中から問いを見いだし、探究的な見方・考え方（※）

を用いて、自分の課題を立て、情報を集め、整理分析してまとめ、表現することができるようにする。 

学 び に 向 か う

力・人間性 

どのように社会・世界と関わり、よりよい人生を送るか。実社会や実生活の中から問いを見いだし、主体的・協働的

に問題の解決に取り組み、学習したことを自己の生き方に生かし、積極的に社会の活動に参加し、次の課題に取り組

もうとする態度を育てる。 

※探究的な見方・考え方 

「各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会・実生活の課題を探究し、自

己の生き方を問い続けること」 

 
＜令和５年度の主な活動＞ 

年 学習活動 

３ 「総合的な学習の時間ってなんだろう」「ひろげよう！わたしたちの江戸川小松菜！」 

４ 「深めよう SDGｓ」 

５ 「環境問題について考えよう」 

６ 「MY DREAM」 

 
《共通理解しておくべき留意点》 

○総合的な学習の時間は探究的な活動でなければならない。 

（課題意識をもつ →情報の収集取り出し →情報の整理分析 →表現まとめ →課題意識をもつ…(繰り返し)【探究的な学習過程】） 

○単元の中に必ず協働的な学習活動を取り入れる。 

○言語による分析、まとめ、表現の活動を取り入れる。情報は、単元の中で、情報の収集や発表・まとめの場面で必要に応じて入れる。 

○江戸川区では、総合の授業時数が７０時間のうち３５時間は読書科と関連のため、単元の精選が必要。総合の時数カウントに注意。 

※行事の読み換えはできない。総合的な学習の時間の特性を考えた上で、他教科との関連などを考慮して単元を決める。 

※指導要領の目標に則さない内容は総合的な学習の時間には入らない。（下記参照） 

 ・現実の問題解決にならない課題 

  ・スキル習得を目的とした情報教育（タブレットの操作指導） 

  ・体験のみの国際理解（外国語活動） 

  ・教科・領域の補充（学級開き、学年集会は特別活動の位置付け） 

  ・行事の準備（行事は特別活動） 

  ・制作活動のみ（げいじゅつ祭、二小まつりなど）［探究的な学習に位置付ける必要がある。］ 


